
 

今
年
度
、
五
位
組
で
は
組
内
全
寺
院
と
御
門
徒
の

方
々
が
協
力
し
て
、
九
月
二
十
八
日
（
日
）
に
西
光
寺

（
麻
生
谷
）
を
会
場
に
記
念
法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。 

 

八
百
年
前
の
鎌
倉
時
代
、
そ
れ
ま
で
の
仏
教
は
皇
族

や
貴
族
と
い
っ
た
一
部
の
階
級
の
人
々
が
救
わ
れ
る
宗

教
で
し
た
。
親
鸞
聖
人
は
お
釈
迦
様
の
説
法
が
書
か
れ

た
数
多
の
お
経
を
深
く
探
求
し
、
七
高
僧
と
呼
ば
れ
る

方
々
の
お
導
き
を
通
し
て
「
阿
弥
陀
如
来
」
と
い
う
仏

様
の
教
え
な
ら
ば
全
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
、
私
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
八
百
年
の
間
に
道
具
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

進
歩
を
遂
げ
、
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
そ
の
道
具
を
使
う
人
間
は
進
歩
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
百
八
あ
る
と
さ
れ
る
煩
悩

の
い
く
つ
か
で
も
無
く
す
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
自
分
の
力
で
仏
に
な
る
こ
と
な
ど
で
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

阿
弥
陀
如
来
は
お
浄
土
を
お
開
き
に
な
る
と
き
「
四

十
八
願
」
と
呼
ば
れ
る
願
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
な
ら
浄
土
は
開
か
な
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
と
紀
元
前
六
百
年
頃
に
お
釈
迦
様
は
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
二
千
六
百
年
以
上
前
の
身
分
差

別
の
激
し
い
イ
ン
ド
で
の
お
話
で
す
。 

近
年
、
や
っ
と
男
女
平
等
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
っ

た
考
え
が
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
た

ち
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
心
を
寄
せ
て
、
こ
う
し
た
考
え

が
正
し
い
道
だ
と
い
う
共
通
理
解
が
進
ん
で
き
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
は
進
歩
で
き
な
い
私
た
ち

も
、
皆
が
心
を
寄
せ
て
進
む
こ
と
で
は
じ
め
て
波
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
、
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
は
こ
れ
が
他
力
の
道
の
歩
み
だ
と
思
い
ま
す
。
孤
独

に
道
を
追
求
す
る
道
が
自
力
の
道
な
ら
、
願
い
の
光
に

照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
同
じ
思
い
を
も
っ
た
同
朋
と
と
も

に
支
え
合
い
、
敬
い
合
い
な
が
ら
心
を
寄
せ
て
進
ん
で

行
く
の
が
他
力
の
道
で
す
。 

最
初
に
、「
組
内
全
寺
院
と
御
門
徒
の
方
々
が
協
力
し

て
」
と
述
べ
た
の
は
、
記
念
法
要
を
盛
大
に
行
う
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
同
朋
（
仲
間
。
友
人
。
特
に
、
志

を
同
じ
く
し
て
と
も
に
仏
道
を
修
め
る
仲
間
）
が
協
力

し
て
記
念
法
要
を
営
む
と
と
も
に
、
そ
れ
を
喜
び
合
う

こ
と
こ
そ
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る

か
ら
な
の
で
す
。 

法
要
に
際
し
て
「
帰
敬
式
」（
お
か
み
そ
り
）
も
執
り

行
い
ま
す
。
帰
敬
式
は
正
式
に
浄
土
真
宗
の
ご
門
徒
と

な
る
大
切
な
儀
式
で
、
通
常
は
京
都
の
本
願
寺
で
の
み

執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
県
内
で
は
年
に
一
度

井
波
別
院
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
高
岡
市
近
郊
で
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
儀
式
を
終
え
て
初
め
て
「
法

名
」
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

後
、
正
し
い
道
を
聞
き
分
け
て
進
ん
で
い
く
同
朋
の
一

人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
個
人

の
力
が
集
ま
っ
て
初
め
て
「
同
朋
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

「
同
朋
」
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
仏
法
を
広
め
、
安
穏
な

世
の
中
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

五位組親鸞聖人 750 回大遠忌お待ち受け法要の様子（2010 年 4 月 11 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題字・織田隆夫  

 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

２０２５年 
（令和７年） 

６月７日 

１        2025 年（令和 7年）6月 7 日 五位組だより        第３０号 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

念

仏

の

こ

こ

ろ

に

生

き

る

生

活
を 

 

五位組 組長 

西光寺 住職  養藤直哉 

親鸞聖人御生誕 850年・立教開宗 800年 

記念法要に向けて 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③
新
米
僧
侶
の
頃
の
自
分
に
一
言 

八
十
歳
の
半
ば
、
終
活
の
時
に

さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
若
い
と
き

に
大
い
に
勉
強
し
て
お
い
た
方

が
、
老
い
た
六
十
代
以
降
、
こ
れ
が

生
き
て
き
ま
す
。
仏
教
以
外
の
こ

と
も
大
切
で
す
。
私
の
体
験
か
ら
。 

  

④
書
道
に
も
精
通
し
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
何
事
に
対
し
て
も
心
掛

け
て
お
ら
れ
る
姿
勢
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

最
近
は
機
器
に
よ
る
文
字
が
主

流
と
な
り
、
書
き
文
字
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
書
は
毛
筆
で
書
く

だ
け
で
は
な
く
ペ
ン
で
も
書
き
ま

す
。『
法
華
義
疏
』（
御
物
）
や
親
鸞

聖
人
の
『
教
行
信
証
』（
国
宝
）
は

勿
論
の
こ
と
、
書
写
さ
れ
て
い
る

内
容
に
価
値
が
あ
る
の
で
す
。
寺

で
は
何
か
と
毛
筆
を
使
う
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
筆
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

す
。 

福
岡
町
上
向
田 

浄
永
寺 

 

齋
藤
芳
摂 

さ
ん 

          2025 年（令和 7年）6月 7日 五位組だより        第３０号      ２ 

   

２ 住 職 イ ン タ ビ ュ ー 
 

①
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

短
歌
は
六
十
年
近
く
楽
し
ん
で

き
た
。
三
冊
の
歌
集
を
出
版
。
最

近
、
句
集
を
上
梓
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

も
昨
年
ま
で
野
球
を
楽
し
ん
だ
。 

  

②
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
の 

失
敗
談 

得
度
し
て
六
十
年
余
、
住
職
に

な
り
三
十
年
余
、
失
敗
談
は
思
い

当
た
ら
な
い
。
僧
以
外
の
事
で
も

そ
の
時
失
敗
と
思
っ
て
い
て
も
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
こ
の
方
が

良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

人
生
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
多

く
あ
る
。 

 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

        仏 教 語 ア ラ カ ル ト   教願寺 前住職 岡西法英 
 

 

そ
の
⑧ 

娑
婆
に
生
き
る
凡
夫 

私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
を
裟

婆
と
い
い
、
迷
い
と
苦
悩
を
背
負
っ

て
生
き
る
私
た
ち
を
凡
夫
と
呼
ぶ

の
が
仏
教
に
お
け
る
習
わ
し
で
す
。 

裟
婆
い
う
の
は
、
イ
ン
ド
語
の
発

音
の
シ
ャ
バ
に
漢
字
で
当
て
字
し
た

も
の
で
す
。
意
味
は
、
堪
忍
土
と
い

う
訳
語
に
示
さ
れ
る
通
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
し
み
に
耐
え
ね
ば
な
ら

な
い
こ
の
世
界
と
い
う
こ
と
で
す
。

極
楽
と
も
、
安
楽
と
も
、
浄
土
と

も
呼
ば
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
開
か

れ
た
覚
り
の
世
界
、
真
実
の
世
界
に

対
し
て
、
煩
悩
に
汚
れ
た
迷
い
と
苦

し
み
の
こ
の
世
界
と
い
う
こ
と
で

す
。 凡

夫
は
プ
リ
タ
ー
ク
と
い
う
イ

ン
ド
語
の
訳
語
で
、
と
ら
わ
れ
を

離
れ
ら
れ
な
い
者
、
と
い
う
意
味 

離
れ
ら
れ
な
い
者
、
と
い
う
意
味

で
す
。
漢
語
と
し
て
は
聖
人
と
は

違
っ
て
た
だ
の
凡
人
と
い
う
程
の

意
味
で
す
。 

楽
し
く
生
き
て
、
人
々
か
ら
敬

わ
れ
た
い
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま

さ
し
く
夢
・
妄
想
に
他
な
ら
な
い
。

目
を
覚
ま
し
て
自
分
を
見
つ
め
な

お
し
、
現
実
を
見
つ
め
な
お
せ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た

言
葉
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
如

来
の
ま
な
ざ
し
に
う
つ
っ
た
わ
が

身
の
姿
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
、
と
い

う
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 

そ 

ぎ
ょ 

ぶ
つ 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

笹
川    

広
済
寺 

七
月
四
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
五
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

岡
西 

好
持 

師
他 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
五
日 

朝 

十
時 

八
月
六
日 

朝 

十
時 

法
話 

 

南
砺
市
城
端 

 
 

 
 

杉
谷 

淳
志 

師 

内
島 

 
 

教
願
寺 
 

六
月
十
三
日 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 
 

 
 

石
川 

了
英 

師 
   

四
日
市 

 

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分  

 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 
 

山
名 

一
徳 

師
他 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。 

本
保    

本
正
寺 

休
止 

３        2025 年（令和 7年）6月 7 日 五位組だより            第３０号 

号 

３        2017 年（平成 29年）9 月 15日 五位組だより            第１５号 

号 

号 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。  ※日程は変更になる場合があります。 

 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
土
屋 

 
 
  

山
岸 

智
史 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

南
砺
市
福
野 

 
 

 
 

栗
山 

宣
雄 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
布
施 

 
 

 
 

 
 

圓
山 

望 

師 

赤
丸 

 
 

性
宗
寺 

七
月
六
日 

朝 

十
時 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

 

辻 
 

 
 

 

西
福
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

立
野 

 
 

永
念
寺 

未
定 

詳
細
は
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

岡
西 

好
持 

師
他 

  
 

 

 
 
 

 

   

平
等
講 

 

一
座 

十
四
時
～ 

 

初
御
講 

一
月
二
十
五
日 
教
願
寺 

報
恩
講 

三
月
二
十
五
日 

中
止 

本
山
講 

五
月
二
十
五
日 

永
念
寺 

降
誕
会 

六
月
二
十
一
日 

広
済
寺 

本
山
講 

八
月
二
十
五
日 

西
福
寺 

助
成
会
・追
悼
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
二
十
五
日 

善
教
寺 

 

二
十
五
日
講 

 

 

一
座 

 

九
時
半
又
は
十
三
時
半
～ 

 

初
御
講 

三
月
二
十
五
日 

浄
永
寺 

助
成
会 

六
月
十
九
日
日 

光
明
寺 

報
恩
講 

十
月
十
五
日
日 

浄
明
寺 

  

両
講
合
同
夏
期
講
座 

 

日
程 

 
 

今
夏
予
定 

場
所 
 

 

未
定 

懇
親
会 

未
定 

講
師 

 
 

未
定 

主
催 

 
 

平
等
講
・二
十
五
日
講 

 

お
講
の
年
間
日
程 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 
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黎 明 講 座 ご 案 内   

  

 

kari 

 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
四
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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第
24
回 

五
位
組 夏

休
み
子
ど
も
大
会 

 

日
程 

今
夏
予
定 

場
所 

五
位
組 

川
西
寺
院 

編 

集 

後 

記 

 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 

五 位 組   行 事 予 定  

 

 
蓮
門
会 

テ
ー
マ 

「
早
わ
か
り
正
信
念
仏
偈
の
解
説
」 

講
師 

 

岡
西 

法
英 

師 

四
月
六
日
（日
） 

十
五
時 

西
光
寺 

五
月
四
日
（日
） 

十
六
時 

浄
明
寺 

六
月
一
日
（日
） 

十
六
時 

善
教
寺 

七
月
六
日
（日
） 

十
七
時 

光
明
寺 

十
月
五
日
（日
） 

十
六
時 

広
済
寺 

二
〇
二
五
（令
和
七
）年 

二
月
一
日
（日
） 

十
五
時 

教
願
寺 

 

※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。 

最
近
よ
く
目
に
す
る
広
告
に
Ａ

Ｉ
関
連
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
で

は
簡
単
な
項
目
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
絵
が
描
け
な
い
人
で
も
上
手
な

絵
を
描
い
て
く
れ
た
り
、
提
出
で
き

る
よ
う
な
文
章
や
テ
キ
ス
ト
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。 

私
た
ち
が
組
報
を
作
る
時
、
色

ん
な
方
に
お
願
い
し
て
文
章
を
書

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
人
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
や
個
性
が
あ
り
面
白

い
で
す
。 

考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
は
完

璧
な
も
の
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
完
全
な
も
の

に
面
白
み
を
覚
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
全
て
が
完
璧
な
も

の
し
か
認
め
ら
れ
な
い
世
に
な
ら

な
い
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

五
位
組
災
害
支
援
活
動
報
告 

 
 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
輪
島
市
門
前
町
に

て
炊
き
出
し
等
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

支
援
活
動
に
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
五
位
組
各
寺

院
ま
で
お
願
い
し
ま
す
（
募
金
箱
も
設
置
し
て

い
ま
す
）。 


